
図4-4-1 農 家 人 口の 推 移―持 尾―

図4-4-2 農 家 人 口 の 推 移 ―旧河 内 村―

図4-4-3 農 家 人 口の 推 移―大 阪 府 ―
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図4-4-4専 兼業別農家数の推移―持尾―

図4-4-5専 兼業別農家数の推移―旧河内村―

図4-4-6専 兼業別農家数の推移 ―大阪府―
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表4-4-3男 女別 年齢別農 業従事者数の推移-旧 河内村-

単位:人

図4-4-7経 営 耕 地 面 積 規 模 別 農 家 数-持 尾 、1995年-
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図4-4-8 経 営耕地面積 の推移―持尾―

図4-4-9 経 営耕 地面積の 推移―旧河 内村―

図4-4-10 経 営耕地面 積の推移―大阪 府―
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図4-4-11 水 田の耕作 状況―持 尾―

図4-4-12 水田の耕作 状況―旧河 内村―

図4-4-13 水 田の耕作状況(面 積)―大阪 府―
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図4-4-14 肉用 牛(役 肉用牛)飼 養状況(1)― 旧河内村―

飼養実農家数 ・飼養 頭数

図4-4-15 肉用 牛(役 肉用牛)飼 養状況(1)― 大阪府―

飼養実農家数 ・飼養頭数
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図4-4-16 肉用牛(役 肉用牛)飼 養状況(2)― 旧河内村―

飼養農 家1戸 当たり頭数 ・飼養農家率

図4-4-17 肉用牛(役 肉用牛)飼 養状況(2)― 大阪府―

飼養農家1戸 当たり頭 数 ・飼養農 家率
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図4-4-18 牛飼 養 頭 数 及 び動 力耕 うん機 ・トラクター

所有 台数
―100戸 当た り、旧 河 内 村―

図4-4-19 動 力 田植 機 所 有 台 数―持 尾 ―
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図4-4-20 樹 種 別 樹 林 地 面積 ―河南 町 、1990年 ―

図4-4-21 齢 級 別樹 林 地 面 積(人 工林)―河 南 町 、1990年 ―

図4-4-22 齢 級別 樹 林 地 面積(天 然 林)―河 南町 、1990年 ―
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表4-4-4 都市化度および都市化速度― 河南町―

表4-4-5 都 市化度および都市化速度― 大阪府―

資料:国 勢 調査

都 市 化 度U=Pu/Pt*100

都 市 化 速 度Ta=Ut+n-Ut/n
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表4-4-6 河南 町 の基盤 産業 とBN比

※1()内 は 化係 、[]内 は 活動就業 中の割合

※2「 公務」には「他に分類されないもの」を含む

※3修 正ウィーバー法により決定
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表4-4-7 基盤産業 ・特化係数 ・BN比 の推移
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表4-4-8 旧 河 内村の 基 盤作 目※1

※1 販売農家

※2 ()内 は特化係数、[]内 は基盤作 目面積中の割合

※3 栽培面積

※4 修正ウィーバー法 により決定
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表4-4-9 持 尾集 落の基 盤作 目※1

※1 販売 農家

※2 ()内 は特化係数、[]内 は基盤作目面積中の割合

※3 栽培面積

※4 修正ウィーバー法により決定
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表4-4-10 基 盤 作 目 ・特 化 係 数 ・BN比 の推 移
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図4-4-23 持尾集落 における農業 の変遷と各年における年齢

図4-4-24 持尾集落における生活 ・行事の変遷と各年における年齢
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表4-4-11 3時 点 における土地利用カテゴリ―別ポイント数(左:実 数、右:%)

土 地利 用カテゴリー

1: スギ ・ヒノキ人工 林

2: 広 葉樹林

3: アカマツ天然 林

4: 竹林

5: 耕作 地(水 田、畑)

6: 樹園 地(果 樹 園、その他)

7: 造 林地 ・新 植地

8: 伐 採跡 地 、荒 地 、草 地

9: 構 造物 、道路 、居 住 地 、造 成地 、水 面
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表4-4-12 1963年 にカテゴリー1で あったポイントの土地 利用 変化(実 数)

表4-4-13 1963年 にカテゴリー1で あったポ イン トの 土地 利 用 変化(%)

出現 パ タ-ン 数

43

出現 比 率(%)

53.1
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表4-4-14 1963年 にカテゴリー2で あったポイントの土地利用変化

表4-4-15 1963年 にカテゴリー2で あったポイントの土地利用変化(%)

出 現 パ ターン数

56

出 現 比 率(%)

69.1
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表4-4-16 1963年 にカテゴリー3で あったポイントの土地利用 変化

表4-4-17 1963年 にカテゴリー3で あったポイントの土地利用変化(%)

出現パタ-ン 数
13

出現比率(%)
16
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表4-4-18 1963年 にカテゴリー4で あったポ イントの 土 地 利 用 変 化

表4-4-19 1963年 にカテゴ リー4で あったポ イン トの 土 地 利 用 変 化(%)

出 現 パ ター ン数

21

出 現 比 率(%)

25.9
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表4-4-20 1963年 にカテゴリー5で あったポイントの土地利用変化

表4-4-21 1963年 にカテゴリー5で あったポイントの土地利 用変化(%)

出現パターン数
46

出現比率(%)
56.8
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表4-4-22 1963年 にカテゴリー6で あったポイントの土地 利用 変化

表4-4-23 1963年 にカテゴリー6で あったポイントの土地利用変化(%)

出現 パ ター ン数

33

出現 比 率(%)

40.7
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表4-4-24 1963年 にカテゴリー7で あったポイントの土地利用変化

表4-4-25 1963年 にカテゴリー7で あったポ イン トの 土地 利 用 変 化(96)

出 現 パ ター ン数

41

出 現 比 率(%)

50.6
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表4-4-26 1963年 にカテゴリー8で あったポイントの土地利 用変化

表4-4-27 1963年 にカテゴ リー8で あったポ イントの 土 地 利 用 変 化(%)

出現 パ ターン数

44

出現 比 率(%)

54.3
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表4-4-28 1963年 にカテゴリー9で あったポイントの土地利用変化

表4-4-29 1963年 にカテゴリー9で あったポイントの土地利用変化(%)

出現 パ ター ン数

28

出 現 比 率(%)

34.6
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表4-4-30 土地 利用カテゴリー別重 要度 とアクセスにおける集落 社会形 態
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表4-4-3 13時 点における社 会的土地 利用属性別ポイント数
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表5-3-1 「アサザプロジェクト」における各主体 の姿勢
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表5-3-2 各主体のもつ課題(森 林に関するものを中心とする)
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表5-3-3 アサザプロジェクトに関わる主体 間の関係

※森林に関する関係を中心とする
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図5-3-1各 年 の 「1日きこり」延べ 参加 人数

表5-3-4「1日 きこり」参 加 日数 別 人 数
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図5-3-2 「1日きこり」参 加 時 利 用 交通 手 段 別 人 数(割 合)

n=92

表5-3-5 「1日きこり」片 道 所 要 時 間別 延 べ 人 数(n=74)
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図5-3-3 「一 日きこり」を知った情 報源別 人数(割 合)

図5-3-4 「1日きこり」に参 加 した動 機

図5-3-5

「一 日きこり」に参 加 したことを伝 えた相 手
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図5-3-6 今 後 の「1日きこり」参加 意 向

表5-3-6 「1日きこり」参 加 可 能 日数 別 人 数

215



図5-3-7 「アサザ植付 け会 」開催年別参加者数

図5-3-8 「アサザ植付 け会 」参 加者の 年齢層

216



図5-3-9 「一 日きこり」以外 に参 加した森 林保 全活動 の種類
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表5-3-7 参加者の情報源と情報伝達(郵 送 ・現地)

**:1%水 準で有意*:5%水 準で有意

表5-3-8 参加者による情報伝達(郵 送)

**:1%水 準で有意*:5%水 準で有意 ○:正 の関係 ×:負 の関係
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表5-3-9 参加者の構成(郵 送 ・現地)

**:1%水 準で有意*:5%水 準で有意 ○:正 の関係 ×:負 の関係 △:ど ちらともいえない
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表5-3-10 参加者の構成(郵 送)

**:1%水 準で有意*:5%水 準で有意○:正 の 関係 ×:負 の関係():郵 送 ・現地統合集計と重複
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表5-4-1 消 波施設材 料表

束 数 (1)直 径 0.183m L=2.7m

東 数 (2)直 径 0.250m L=2.5m

金網取付費(材 料費込)
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表5-4-2 粗朶消波工材料費による単位 区間延長 当たり単価

表5-4-3 粗朶 消波工規格別 ・不確 定要素係数別寿命(年)
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表5-4-4 工事 に要する粗朶束数 ・森林面積 ・粗朶生産費用の予測値
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表5-4-4 工事に要する粗朶束数・森林面積・粗朶生産費用の予測値(続き)
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図5-4-1 粗朶 生産 に要 する森林面積― 補修のみ―

図5-4-2 粗朶生 産に要する森 林面積― 新設 ・補修―
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表5-4-5 粗朶生産 における森林 面積 と森林価

表5-4-6 ha当 た り粗 朶 生産 量

※(有)霞ヶ浦粗朶組合鉾田支店資料より
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表5-4-7 「一 日きこり」ボランティア活動の貨幣評価額

※年 当り評 価額 は1996～2000年 を対 象に算 出
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表5-4-8 「一 日きこり」ボランティア活動対象森林面積(推 定値)

※ 年 当 り面積 は1996～2000年 を対象 に

※31.5m2/人 ・3時間で 算 出

表5-4-9 「一 日きこり」活動対象森林 の森林価

※1996～2000年 を対 象 に算 出
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表5-4-10 平地林保全整備事業による整備面積(ha)

表5-4-11 平地林保全整備事業費用推定値(円)

表5-4-12 平地林保全事 業対象森林の資本価

229



表5-4-13 年 当たり対象地面積比較

※割合:粗朶生産、一日きこりは流域民有林の小計に対する割合、平地林保全整備事業は県南事務所管轄
平地林面積に対する割合

表5-4-14 ha当 り費 用 ・貨 幣 評 価 額 比 較
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